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省

令

ｏ
Ｕ
生

労
●
讐
令

篶
百
七
十
二
号

藁

箏

法

及
ぴ

採

血

及

ぴ

供

血

茜

つ

せ

ん

業

取

締

法

の

一

部

を

改

正

す

る
法

律

＾
平
成

十

四

年

法

律

第

九

十

六

号
）

の

施

行

に

伴

い
、

並

ぴ

に
藁

箏

澁

＾
昭

和

三

十

五

年

法

律

第

百

四
十

五

号
〕

第

十

四
条

第

三

項

＾
同

粂

第

九

項

及

ぴ

同
法

第

十

九

条
の

二

第

五
項

に

お

い

て

準

用

す

る

坦

合

を

含

む
。
〕、

第
十

四

条

の

四
第

四
項

及

ぴ

第

十

四

条

の

六

第

四

項

＾
こ
れ

ら

ω

規

定

を
同

法

第

十

九

条

の

四

に

お

い

て

準

用

す

る

幻

合

を

含

む
．
〕
、

篤

八

十

条
の

二

第

一

項
、

鷺

四

項

及

ぴ

第

五

項

並

ぴ

に

第

八

十

二

条

の

規

定

に

基

づ

き
、

医

藁

品
ω

囲

床

試

㎜

の

集

施

の

基

準

に

関

す

る

省

令

切

一

部

を

改

正

す

る

省

令

を

次

の

よ

う
に

定

め

る
。

平

成

十

六

年

十

二

月

二

十

一

日

口

生

労

仙

大

臣

尾

辻

秀

久

医

藁

品

の

臨

床

試

験

の

実

施

の
基

串

に

関
す

る

省

令

ω

一

部

を

改

正
す

る

省

令

医

藁

品

の

酌

康

試

吸

の

実

施

④

基

準

に

関

す

る

省

令

＾
平

成

九

隼

厚

生

省

令

第

二

十

八

号
）

の

一

部

を
次

の

よ

う
．
に

改

正

す

る
，

本

則

中

「
市

販

後

函

床

試

籔
」

を

「
襲

遁

販

売
後

臨

康

試

峻
」

に
、
「
市

販

後

臨

味

試

験

口

任

医
師
」

を

，
製

造

販

売

後

魑

床

拭

臓

口

任

医

師
」

に
、
「
市

販

後

晒

床

試

励

藁
」

を

『
璽

遣

販

売

後

葭

床

試

政

藁
」

に
、
『
市

販

後

臨

床

試

喰

分

担

医

師
」

を

「
襲

遣

販

売

後

酌

康

試

臓

分

担

医

師
」
に
、

『
市

販

後

酎
床

試

饒

協
力

者
」

を

「
製

遣

販

売

後

臨

床

試

政

協

力

者
」

に
、
『
市

販
後

葭

床

試

臓

実

施

計

画

ｉ
」
を
『
黎

造

販

売

後
酌

庶

試

峻

実

施

計

画
■
」

に
、
「
市

販

後

臨

床

試

験

依

頼

者
」

を
『
襲

遣

販
売

後

函

床

試

験

依

頼

看
」
に
、
，
襲

造

若

し

く

は
饒

入
」

を

『
製

遣

販

売
」

に

改

め
る
。

第

一

条

中

「
同

粂

第

七

項
、

法

第
十

九

条

の
二

第

四

項

及

ぴ

第

二

十

三

条
」

を

『
同

条

第

九

項

及
ぴ

法
第

十

九

条

の

二

第

五

項
」

に
、

四

条

の

六

第

四

項
」

る
。

『
第

十

四

粂

④

五

第

四

項
」

を

に

改

め
，
「
及

ぴ

祭

二
十

三
条
」 「
第

十
を

削

第

二

条

第

一

項

中

『
医

藁

品

の

市

販

後

竈
査

ω

基

準

に

関

す

る

省

令

一
平

成

九

年

厚

生

省

令

第

十

号
〕

第

二

条

窮

五

項
」

を

『
医

藁

品

の

製

造

版

売

後

の

珊
査

及
ぴ

試

鹸

⑳

集

施

の

基

準

に

関

す

る

省

令

＾
平

成

十

六

年

口
生

労

ｎ

省

令

第

百

七

十

一

号
〕

第

二

粂

第

四

項
」

に

改

め
、

同

条

第

十

九

項

中

三

れ

に
」

を

「
こ

れ

ら

に
」

に

改

め

る
．

第

三

粂

第
一

項

中
「
＾
法

第

二

十

三

条

に

お

い

て

㌍

用

す

る
場

合

を

含

む
。
〕
」

を

削

り
、

同

条

第

二

項

中

「
法

第

十

困

条

第

三

項
」

の

下
に
「
＾
法

第

十
九

条

の

二

第

五

項

に

お

い

て

単

用

す

る
場

合

を

含

む
．
）
」

を

加
え
、
『
及
ぴ

踊

四

十

八

条

第

二

項
」

を

「

婁

二
十

二
条

第

四

項

及
ぴ

第

六

項

並

ぴ

に

第

四

十

八

条

第

二

項
」

に

改

め

る
、

第

十

三

粂

第
二

項

中
「〔
以
下

こ

の

場
合

に
お

い

て

「
受

託

者
」

と

い

う
。
）
」

を

削

る
。

第

四

十

三

条

第

＝

項

中

『
第

二
十

六
条

第

二

項
」
を
『
第

二

十

六

条

の

六

第

二

項
」

に
改

め

る
。

鷺

四

十

六

条

第

二

項

中

『
前

項

に

規
定

す

る

文

讐

の

交

付
」

を

「
治

峨

依

頼

者

が

治
鐵

を

佐

頼
す

る

場

合

に

お

け

る

前

項

に

規

定

す

る

文

■

の

提

出
」

に

改

め

る
。

第

五

十

粂

第

四

項

中

「
窮

七

条

第

二
項
」

ω

下

に

『
又

は

第

十

五

条

の

四

第

二

項
」

を

加

え

る
．

第

五

十

六

条

中

二
法

第

二

十

三

粂

に

お

い

て

準

用
す

る

場

合

を

含

む
。
一
」

を

削

り
、
「
第

十

四

条

の

五

第

四

項
」

を

「
篤

十

四

条

の

六

第

四

項

＾
こ

れ

ら

の

規

定

を

法

第

十

九

条

の

四

に

お
い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む
。
〕
』

に
、
「
簾

十

条

（
第

二

号

を

除

く
。
）
」

を

『
第

十

条

＾
第

一

項

第

二

号

を

除

く
。
）
」

に
、
「
第

十

六

条

ま

で
」

を

『
第

十

五

条

ま

で
、

第
十

六

条
」

に
、
「
並

ぴ

に

第

＝

十

五

条
」

を

『、

策

二

十

五
条
、

第

二
十

六

条

並

ぴ

に

第

二

十

七

条
」

に
、
「
市

販

後

臨
床

試

吸

国

内

管

理

人
」

を

「
製

造

販

売

後

酎

康

試

吸

国

内
管

理

人
」

に
、
『
市

販

後

臨

床

試

喰

調

壷

医

師
」

を

『
製

造
販

売

後

臨
床

試

峻

蘭

憂

医

師
」

に
、
「
市

販

後

葭

床

試

験

測
蟹

委

貝

会
」

を
『
黎

造

販

売

後

囲

康

試

暇

刮

壷

委

員

会
」

に
，
、
市

販

後
竈

床

拭

臓

口

任

医

師

等
」

を

『
製

造

販

売

後

酋

炭

試

政

■
任

医

師

等
」

に
，
「
市

販

後

葭

床

試

吸

藁

管

理

者
」

を

「
製

造

販

売

後

竈
床

武

螢

藁
管

理

者
」

に
、
『
市

販

後

酌

床

試

峨

書

査

委

員

会
」

を

『
製
造

販
充

後

瞳
床

試

政

審

査

委

員

会
」

に
、
『
市

販
後

酌

床

試

順

用
」

を

「
黎

造

販

売

後

葭

廉

試

喰

用
」

に
，
「

第

十

七

条

第

一

項
並

ぴ

に

第

三

十

九

条
」

を

「
的

規

定
」

に
、

；
盲

検

状

態

に

し

た

市

販

後

臨

床

試

饒

薬
」

と
」

を
「
「
盲

検

状

鰻

に

し

た
製

造

販

売

後

葭

床

試

峨

藁
」

と
．

第

十

六

条

第

二

項

第

一

号

中

「
予

定

さ

れ

る
」

と

あ

る

の

は

『
承

認

さ

れ

て

い

る
」

と
、

第

十

七

条

中

『
治

喰

藁
」

と

あ

る

の

は

『
盲

検

状

態

に

し

た

製

造

販
売

後

酌

床

試

喰

薬
」

と
」

に

改

菌
、
『
第

二

十

条

第

二

項

中
」

の

下

に

；
枝

峨

薬
」

と

あ

る

の

は

「
当

該

製

遣

販

売

後
竈

床

試

臓

に

お

い

て

発
生

し

た

枝

殿

藁
」

と
、
」

を
、

；

法

第

七
十

七

条

の

四

の

二
」

と
」

の

下

に

「
，
直

ち

に

モ

の
旨

を

治

饒

口

任

医

師
」

と

あ

る

の

は

「
直

ち

に

そ

の

旨

を
当

該

製

造

販

売

後

酌

床

試

順

口

任

医

師
」

と
」

を

加

え
，
「
、
治
欣

実

施

計

画

言

及

ぴ

治

唖

簑

擾

要

讐
』

と

あ

る

ω

は

「
治

鐵

集

施

計

画

ｉ
」
』
を
「
『
治

腋

実

施

計

画

書

及

ぴ

治

喰
藁

擾

要

■
」

と

あ

る

の
は

、
製

遣

販
売

後

臨

床

試

臓

実

施

計

画

■
」
」
に
、
「
一
第

二

十

四

条

第

三

項

に

規

定

す

る

通

知

を

受

け

た

と
き

は
、

遍
知

を

受

け

た

日
）

又

は

治

臓

の

中

止

若

し

く

は

終

了
ω

後

三

年

を
煙

過
し

た

日

の

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

日

ま

で

の

期

間
」

と

あ

る

碗

は

「
の

再

審

査

又

は

再

評

価

が

湊

了

し

た

日

後
五

年

間
」
」
を
「
＾
第

二

十

四

条

第

三

項

又

は

第

二

十

六

条

の

十

第

三

項

に

規

定

す

る

遍

知

を

受

け

た

と

き

は
、

通

知

を

受
け

た

日
）

又

は

治

験

の

中

止

若
し

く

は

終

了

の

後

三

年

を

経

過

し

た

日

の

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

日

ま

で

碗

期

間
」

と

茜

る

の

は

あ

再

審

査

又

は

再

評

価

が

終

了

す

る

日

ま

で
」
』
に
、
「
『
市

販

後
臨

床

試

瞼

事

務

局
」

と
」

を
「
『
製

造

販

売

後

堕

床

試

峨

事
務

局
」

と
、

第

三

十

九

条

中

「
治

吸

藁
」

と

茜

る

の

は

『
盲

検

状

熊

に
し

た

製

造

販

売

後

臨

床

試

験

薬
」

と
」
に
、

；

通

知
、

又

は

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

治

喰

依

頼

者
か

ら

申

謂

言
に

添

付

し
な

い

こ

と

を

決

定

し

た

冒

の

通

知
」
」
を

；

遍

知
を

受

け

た
と

き

又

は

第

二

十

四

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り
治

喰

依

頑
者

か

ら

申

請

ｉ

に

添

付
し

な

い

こ

と

を

決

定
し

た

冒

の

通
知

若

し

く

は

第
一
一
十

六
条

の

十

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

自
ら

治

以

を

実

施

す

る

者
か

ら

申

詰

う

に

添

付
さ

れ

な

い

こ
と

を
知

っ

た

旨

ω

通

知
」
」
に
、

「
＾
第

二

十

四

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

遍

知

を

受

け

た

と

き

は
、

遍
知

を

受

け

た
日

後

三

年

を

経

過
し

た

日
）

又

は

治

験

の

中

止

著

し

く

は

終

了

の

後

三

年

を
経

過
し

た

日

切

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

目
ま

で

の

期

間
」
と

茜

る
の

は
『
の

再

蕃

査

又

は

再

評

価

が

終

了

し

た

日

後
五

年

間
」
」
を

二
第

二

十

四

条

第

三

項

又

は

第

二

十

六

条

ω
十

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

通

知

を

受

け

た

と

き

は
、

遍

知

を

受

け

た

日

後

三

年

を

経

過

し

た

日
）

又

は

治

験

ω

中

止

若

し

く

は

終

了

の

後

三

年

を

経

過

し

た

日

の

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

日

ま

で

の

期

間
」

と

あ

る
の

は

「
の

再

審

査

又

は

再

評

価

が

終

７

す

る

日

ま

で
」
一
に
、
「
「
治

酸

実

施

計

画

書
、

治

膿

薬

概

要

弓
」

と

あ

る

の

は

「
治

験

実

施

計

画

書
」
」
を
「
「
治

験
実

施

計

画

書
、

治

瞼

薬
寝

要

竈
」

と

あ

る

の

は

『
製

造

販
売

後

酌

床

試

験

案

施

計

画
ｉ
」
」
に

改

め

る
．

附

則

（
施

行
期

日
〕

第

一

条

こ
の

省

令

は
、

薬

事

法

及
ぴ

採

血

及
ぴ

供

血

あ

つ

せ

ん

業

取

締

法

ω

一

部

を

改

正
す

る
法

律

第

二

条

の

規

定

の

施

行

の

日

＾
平

成

十

七

年
四

月
一

日
）

か

ら

施

行

す

る
白

＾
経

過

措

竈
〕

第
一
一
集

こ

の

省

令

の

施

行

前

に

実

施

さ

れ

た

又

は

こ

の

省

令

の

際

現

に

実

施

さ

れ

て

い

る

医

薬

品

の

臨

床

試

験

に

つ

い

て

は
、

こ

の

省

令

に

よ

る

改

正

後

の

医

藁

品

の

臨

炭

試

験

切

雲

施

の

基

埠

に

関

す

る

省

令

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず
、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る
。

○

口

生

労

ｏ

讐
令

第

百

七

十
三

号

藁

剤

師

法

ω
一

部

を

改

正
す

る

法

律

（
平

成

十

六

年

法

偉

第

百

三

十

四
号
〕

附

則

第
三

粂

の

規

定

に

基
づ

き
、

薬

剤

師

法

の

一

部
を

改

正

す

る
法

魯

附

則

第

三

条

の

規

定

に

基

づ

く

口

生

労
Ω

大

臣

の

認
定

に

関

す
る

省

令

を

次

の

よ

う

に

定

め

る
。

平

成

十

六

年
十

二

月

＝

十
一

日

厚

生
勢

口

大

臣

尾
辻

秀

久

薬

剤

師

法

の

一

部

を
改

正

す

る
法

偉

附

則

第
三

条

の

規

定

に

基

づ

く

口
生

労

ｏ

大

臣

の

認

定

に
関

す

る

省

令

一
認

定

の

衷

件
）

第

一

条

藁

剤

師

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

偉

＾
平
成

十

六

年

法

儘

第

百

三

十

四

号
。

以

下

二

部

改

正

法
」

と

い

う
。
）
附

則

第

三

条

の

認

定

は
、

次

に

掲

げ

る

婁

件

⑳

す

ぺ

て

を

清

た

し

て

い

る

者

に

つ

い

て

行

う
。

一

学

校

敦

育

法
＾
昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号
）

第

五

十

五

条

の

三

に

基
づ

く

卒

業

に

よ

ら

ず

に

同

法

に

基

づ

く

大

学

＾
以

下

「
大

学
」

と

い

う
。
）
に

お

け

る

薬

学

ω

正

規

の

課

程

＾
同

法

第

五

十

五

条

第

二

項

に

親

定
す

る

も

の

を

除

く
。

以

下

『
四

年

制

課

程
」

と

い

う
．
〕

を

卒

業

し

て

い

る

こ

と
．

一
一

学

肢
敦

育

法

に

基
づ

く

大

学

院

＾
以

下
「
犬

学

院
」

と

い

う
。
〕
に

お

け

る
藁

学

④

課

程
の

在

学

期

間

が

二

年

以

上
で

あ

る

こ

と
。

三

医

療
薬

学

に

係

る

科

目

及
ぴ

大

学

設

■

基
準

＾
昭

和
三

十
一
年

文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

第

三
十

二
条

第

三

項
の

薬

学

実

脂
集

習

を

厄

修

し

た

大

学

に

お

け

る

薬

学
の

正

規

の

課
程

＾
学

校

敦

育

法

篇

五

十

五

条

第

二

項
に

窺

定

す

る

も

の

に

限

る
。
〕
を

修

め

て

卒

業

す

る

た

め

に

必

要

な
科

目

の

単

位

を
、

当

該

大

学

に

お

い

て

修

得

し

て

い

る

こ

と
。

四

前

号

ω

必

要

な

科

目

の

単

位

を

四

年

制

課

程

へ

の

入

学

の

日

か

ら

そ

の

入

学

ω

日

以

後

十

二

年

を

経

過

す

る

日

ま

で

の

期

悶

内

に

修

得

し

て

い

る

こ

と
。

五

第

三

号

の

薬

学

実

務

実

習
に

つ

い

て

は
、

こ

れ

に

専

念
し

て

肥

修

し

て

い

る

こ
と
。

２

前

項
第

三

号

の

窺

定

に

か

か
わ

ら

ず
、

同

号

の

大

学

の

定

め
る

と

こ

ろ

に

よ

ｏ
、

当
該

夫

学

以

外

の

大

学

で

修

得

し

た

科

目

の

単

位

で

あ

っ
て

同

号

の

大

学

に

培

け

る

同

号
の

必

要

な

科

目
の

単

位

の

一

部

に

相
当

す

る

も

の

と

当

該

大

学

が

露
め

た

も

の

＾
以

下
『
他

大

学

単

位
」

と

い

う
。
）
は
、

六

十

単

位

崔

超

え

な

い

齪

囲
で

当

該
大

学

に

お

い

て

修

得

し

た

も

の

と

み

な

す

こ

と

が

で

き

る
由

た

だ

し
、

医

療

薫

学

に

係

る

科

目

の

単

位

に

つ
い

て

は
、

他

大

学

単

位

が

当

該

大

学

を

卒

業

す

る

た

め

に

必

要

な

医

療

薬

学

に

係

る

科

目

の

総

単

位

数

の

三

分

の

一

を

超

え

な

い

籟

囲

で
，

＝

の

項

の

規

定

を

適

用

す

る

も

の

と

す

る
自


